
（R7.2.21 南方小学校提出分） 

南方地区統合小学校の校名案について                            登米市立南方小学校 

 校 名 案 この校名がよいと思う理由 

１ 登米市立南方小学校 

 

 

 

 

・南方唯一の小学校になるから。 ・南方町のすべての子どもたちが通う学校になるから。 

・南方中が統合すると、「南方」と付く学校がなくなってしまうから。 

・みんなみかたの小学校がいいと思う。 ・由緒ある馴染みのある名前だから。 

・歴史ある南方の名を後世に受け継いでいきたい。 ・歴史を尊ぶことは大切だと思う。 

・歴史と伝統ある南方の呼び名を消してはならないと思う。 

・歴史と伝統ある「南方」の地名を大切にして、新しい時代を切り開いて行ってほしい。 

・南方の地名の由来から。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでの歴史から。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平安時代後期（今から一千年位前）源義家の一陣が、北方の蝦夷の勢力を収めるために、北の方（岩手県川崎町）に

向かっていた。諸国が大飢饉で、食料の調達は大変な苦労だった。その一陣が、現在の南方を通ると作物がよく実り、

住民が快く食料を差し出してくれるなど、とても協力的であった。義家公はそのことを大変喜ばれ、沢田地内の八幡

神社にお堂を建て、肌身離さず持っていた大切な軸を納め、また自分で書いた額を奉納し、そこに歌を詠んだ。「遠

知近（おちこち）の人を松島咸躬方（みなみかた） 以加亭（いかで）敗らん河崎乃柵」。前九年の役・後三年の役

の後、それまでの嶋村から改称し咸躬方（みなみかた）村となり、いつしか南方村となったと言われている。一千年

も前から、この地に住んでいた人たちは「みな みかた」という優しい心を持ち、誰にでも親切に接して来た。その

優しさを「誇り」とし、引き継いでいくためにも、南方小学校という名前を大切にし、後世に残していきたい。 

南方地区の小学校は、この１５２年間統合と独立を繰り返して来た。明治６～７年各地域の民家で創設。明

治１７年全村一校となり南方小（本郷、本地、西郷上、西郷下を支校とする）となった。明治２０年南方尋常

小学校と改称し、その後本地尋常小学校（現東郷小）と西郷尋常小学校が独立したが、大正１５年再び全村の

小学校が統合され、南方尋常高等小学校となり、本地と西郷が分教場なった。昭和１６年には、南方国民学校

となり、東郷分教場・西郷分教場となった。昭和２１年南方国民学校の児童数が２３００名を超え、昭和２２

年南方小学校、東郷小学校、西郷小学校の三校に分かれた。分かれてからも、東郷・西郷小学校は校歌ができ

るまで、南方小の校歌を歌っていた。時代の流れの中で、児童数が激減し、その三校がまた統合するというこ

となので、学校名は「本校」として引き継いで来た「南方」がよいと考える。 
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※ 南方町史より（額の裏） 

天喜五年：１０５７年 



（R7.2.21 南方小学校提出分） 

 

・南方○○小学校とした場合、○○小学校と呼ばれるようになり、「南方」の存在感や印象が薄くなる。 

・「南方」の後に何かを付けても、取って付けたようで違う気がする。 

・「みなみかた」という、優しい心をもった人になってほしいという思いで十分である。それは、いつ

の時代にも大切なことであり、子どもたちに願う一番の思いである。三校の児童が新しい学校で出会

い、思いやりの心をもち、仲良く生活していくこと、そして誰にでも優しく接することのできる心の

温かい人に成長してほしいと願う。余計な言葉はいらないと思う。 

・「南方」の由来を知らない人が多くなっている現代に、校名に「南方」を残すことで、ここで途切れ

ず未来に伝えていくことができるのではないか。 

２ 登米市立みなみかた小学校 
・理由は、上記と同じ。 

・現在の南方小学校と区別するためにひらがなにする。 

３ 登米市立南方桜小学校 
・千本桜が有名でとても美しいので、地域の名前と有名な桜を広く知ってほしい。 

・千本桜が美しく咲き誇るように、一人一人が輝いてほしい。 

・桜は、春の訪れを知らせる花で、始まりや希望の象徴なので、希望あふれる新しい学校の名前にふさ

わしいと思う。 

・桜の花が咲くように、笑顔がたくさん咲く学校になってほしい。 

 


